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「夫婦と食」に関する意識調査

毎年10月は、厚生労働省が定める「仕事と家庭を考える月間」です。夫婦ともに働く家庭が増える中、共働き夫婦は
どのように「食」に関わっているのでしょうか。この度、熱で暮らしを豊かにするリンナイ株式会社（本社:愛知県名古屋市、
社長:内藤 弘康）では、リンナイ公式部品販売サイト「R.STYLE（リンナイスタイル）」の会員で配偶者と同居している男女
計3,388名を対象に、「夫婦と食に関する意識調査」を実施しました。

共働きで良かったことは、「経済的な余裕」に次いで「生活のメリハリ」や「社会とのつながり」

特に女性は、社会参加やライフスタイルの充実を感じている

共働きで大変だと感じる一番の要因は「時間」

その中でも食事や調理についての悩み上位は、調理時間の確保や食事時間の遅れ

食事に関する家事の負担軽減は、外食ではなく「自宅での食事」を工夫をする傾向に

夫婦のコミュニケーションをとるのは、「食卓で一緒に過ごすとき」が8割以上でトップ

共働き夫婦がそろって食事をとる理由は、「会話や一緒に過ごす時間をとるため」

主な調査結果
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夫婦円満の秘訣は食卓にあり！？

食卓でコミュニケーションをとる夫婦は8割以上

「時間」で大変さを感じる共働き夫婦も、外食より自宅での食事を好む傾向に！

あなたは、どんな場面で夫婦のコミュニケーションをとっていますか？（いくつでも／n=3,388) P.5 Q5より



共働きで良かったと感じることや満足していることは、経済的に日々の暮らしに余裕ができることが最上位でした。男
女別では、「生活にメリハリができる/ストレスが発散できる」、「社会とのつながりができる」などに開きがみられ、特に
女性が社会参加やライフスタイルの充実に関して、共働きで良かったと感じていることがわかりました。

共働きで良かったことは「経済的な余裕」や「生活のメリハリ」
女性は社会参加やライフスタイルの充実が上位に！
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Q1. あなたは、共働きで良かったと感じることや満足していることはありますか？（いくつでも／共働きの人 n=1,323)

【 男女別 】（共働きの人 n=1,323)



一方、共働きによって大変または不満だと感じることについては、「家事に費やす時間が少なくなる」をはじめとし
て、家族の病気のときや趣味など自分の時間、夫婦や子どもと過ごす時間がとりにくいと感じていることが判明し
ました。
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共働きが大変だと感じる一番の要因は「時間」
食事や調理についての悩みも調理・食事時間の確保や遅れ

食事や調理についても、共働き夫婦の悩みは「時間」。特に、食事時間の遅さや調理にかける時間が少ないこと
に大変さを感じていることがわかりました。

Q3. あなたは、普段の食事や調理について、大変さや悩みを感じることはありますか？（いくつでも／n=3,388)

Q2. あなたは、共働きが原因で大変だと感じたり、不満を感じたりすることはありますか？
（いくつでも／共働きの人 n=1,323)



家事の負担を減らすため、合わせ調味料やテイクアウトを活用
共働きでも、外食より「内食」や「中食」が好まれる傾向に
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食事の家事負担を減らすために、市販のタレや合わせ調味料を利用したり、電子レンジで下ごしらえしたりと、自
宅で食事をとる工夫をしていることがわかりました。時間の確保に悩みを抱える共働き夫婦でも、
自宅で料理をする「内食」や惣菜等を購入して自宅で食べる「中食」が好まれる傾向にありました。
共働き家庭の年代別でみると、年代が低いほど家事の負担を減らすための工夫に取り組んでいることが判明しま
した。

【 年代別 】（共働きの人 n=1,323)

Q4. あなたのご家庭では、食事に関する家事の負担を減らすためにしていることはありますか？
（または、したいと思いますか？）（いくつでも／n=3,388)



夫婦のコミュニケーションをとる場について、なんと8割以上が「食卓で一緒に過ごすとき」と回答しました。
日常のコミュニケーションの場として、食卓の重要性が明らかになりました。

8割以上の夫婦がコミュニケーションは「食卓」で！
共働き夫婦で食事をとる理由は「一緒に過ごす時間をとるため」
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共働き夫婦がそろって食事をとる理由は、「会話や一緒に過ごす時間をとる」、「一緒に食べると、より食事がおい
しく感じる」が上位に挙がりました。忙しい中でも夫婦で一緒の時間を共有し、おいしさを分かち合いたいと考えて
いることがわかりました。

Q6. あなたが、夫婦そろって食事をとる場合、その理由は何ですか？（いくつでも／n=3,388)

Q5. あなたは、どんな場面で夫婦のコミュニケーションをとっていますか？（いくつでも／n=3,388)



食で感じる喜びは「家族や友人と団らんできること」
食卓を一緒に囲むことが喜びにつながると感じる人が多数！

※本リリースの調査結果・グラフをご利用いただく際は、必ず【リンナイ調べ】とご明記ください。

【調査概要】
■調 査 日 ： 2015年08月3日(月)～2015年08月15日(土)
■調査方法 ： インターネット調査
■調査地域 ： 全国
■調査対象 ： 「R.STYLE（リンナイスタイル）」会員で配偶者と同居している男女 計3,388名

※うち共働きの人は1,323名、共働きでない人は2,065名
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自宅での食事に関することで一番喜びを感じるのは、「家族や友人と団らんすること」。おいしいものを食べること
はもちろん、大切な人と同じ空間で食を楽しむことが重要視されていることがわかりました。
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Q7. あなたは、 ご自宅での食事に関することでどのようなことに喜び(または楽しみ)を感じますか？
（いくつでも／n=3,388)


